
　日  時　　平成 26 年 11 月 15 日（土）

　会 場　　東 京 学 芸 大 学

　　　　　　（〒184-8501　東京都小金井市貫井北町4-1-1）

日 本 衣 服 学 会

第 66 回（平成 26 年度）年次大会

プ ロ グ ラ ム

日 本 衣 服 学 会



【日　　程】 11月15日（土）
　　受　付 09：00～
　　口頭発表 09：30～11：15　（午前：７件）
　　ポスター紹介 11：15～11：25
　　ポスター発表 11：40～12：15
　　昼食・幹事会 12：15～13：30
　　総会・贈賞式 13：30～14：15
　　特別講演 14：30～15：30
　　口頭発表 15：45～17：30　（午後：７件）
　　懇親会 18：00～19：30

【発表会場】 東京学芸大学　講義棟Ｓ棟２Ｆ　（口頭発表：S203教室，ポスター発表：S201教室）

【交　　通】 〔JR中央線〕「東京駅」から 　「武蔵小金井駅」まで約40 分 ，北口下車
〔京王バス〕 「５番バス停」 　「小平団地」行　約10 分，「学芸大正門」下車

　※　駐車場が必要な方は予めお申し出ください。
　※　詳細は大学ホームページをご覧ください。http://www.u-gakugei.ac.jp/access/

【懇親会会場】 東京学芸大学　小金井クラブ

【参 加 費】 参 加 費 ：会員　2,000円　　非会員　2,500円　　学生　3,500円
懇親会費 ：会員　5,000円　　非会員　5,000円　　学生　3,000円

　※　いずれも当日，受付で納入して下さい。
　※　特別講演は入場無料です。一般来聴を歓迎します。

【参加申込】 年次大会・懇親会へのご参加は，平成26年10月27日（月）までに，
学会ホームページの申込フォーム，または，メール，FAXでお申込み下さい。

　参加申込み・問合せ先
　　　〒184-8501　東京都小金井市貫井北町4-1-1　東京学芸大学　生野晴美
　　　E-mail：ikuno@u-gakugei.ac.jp　　FAX：042-329-7436

　※　各自で昼食をご準備下さい。(当日，食堂及び生協は営業していません。
　　　正門近くにコンビニはありますが，大学近くに飲食店はございません。）

《　 9：30～11：15　  口頭発表　発表時間12分（予鈴1分前）討論時間3分　》　 （S203教室）

 座長　　阿　部　栄　子

  9:30 １.  色彩画像解析を用いた着物地の光による変退色の評価
〇 片　渕　奈美香（東京学芸大学院生）

生　野　晴　美（東京学芸大学）
森　　　俊　夫（岐阜女子大学）
谷田貝　麻美子（千葉大学）

  9:45 ２.  浮世絵に見える江戸時代の薄物
〇 松　久　茄　蓮（跡見学園女子大学）

 座長　　平　林　由　果

 10:00 ３.  新聞にみる明治から大正期の被服管理　−洗濯法を中心に−
〇 中　川　敦　子（ノートルダム清心女子大学）

 10:15 ４.  並太毛糸を用いた平編布の繰り返し洗濯による性能変化
〇 與　倉　弘　子（滋賀大学）

今　村　律　子（和歌山大学）
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 座長　　三　野　たまき

 10:30 ５.  ゆかたの着装を含む授業実践と解析から考える指導法の提案
－中学，高校の実践の比較より－

〇 大　矢　幸　江（横浜国立大学院生）
薩　本　弥　生（横浜国立大学）

 10:45 ６.  きものの良さを味わい考える教育プログラムの提案
〇 長　﨑　翔　子（埼玉大学学生）

川　端　博　子（埼玉大学）
石　川　敦　子（さいたま市立土合中学校）
伊　藤　大　河（学習院大学計算機センター）
阿　部　栄　子（大妻女子大学）
薩　本　弥　生（横浜国立大学）

 11:00 ７.  近未来志向の着物に対する若者の嗜好性
－横浜国立大学大学生を対象とした調査より－

〇 福　田　幼　子（横浜国立大学院生）
薩　本　弥　生（横浜国立大学）

 座長　　緑　川　知　子

《　11：15～11：25　　ポスター紹介　スピーチ１分　》 （S203教室）

《　11：40～12：15　　ポスター発表　》 （S201教室）

P-１．  能動的衣服気候調節が人体の温熱生理に与える影響
－夏季空調環境（２８℃）の場合－

〇 堀　　　雅　子（福岡教育大学）
澤　田　尚　吾（福岡市立早良中学校）

P-２．  歩行による衣服潜熱抵抗減少率の比較
〇 上　野　　　哲（労働安全衛生総合研究所）

P-３．  アトピー患者にやさしい衣服の制作　－機能性とデザインの両立－
〇 伊　藤　海　織（金城学院大学）

水　野　千　絵（元金城学院大学）

P-４．  被服による障害に関するアンケート調査
花　田　美和子（神戸松蔭女子学院大学）

〇 芦　澤　昌　子（東京医療保健大学）

P-５．  介護福祉士養成課程等における体験型授業の効果について
－ユニバーサルボタンによる着脱の体験－

〇 内　田　幸　子（高崎健康福祉大学）
加　藤　登志子（文化ファッション大学院大学）
丸　田　直　美（共立女子大学）
久　慈　るみ子（尚絅学院大学）
菊　池　直　子（岩手県立大学盛岡短期大学部）
斉　藤　秀　子（山梨県立大学）

P-６．  小学校教員養成課程における被服製作実習の課題　－ワークシートの分析から－
〇 野　上　遊　夏（聖徳大学）

神　田　由　紀（聖徳大学）

P-７．  節水洗濯の洗浄力と機械作用力の評価
〇 尾　形　美和子（東京学芸大学院生）

生　野　晴　美（東京学芸大学）

 13：30～14：15　　総会・贈賞式 （S203教室）
 14：15～14：30　　休　憩
 14：30～15：30　　特別講演



 特 別 講 演                                       （S203教室）

 司会　　薩　本　弥　生

　授乳服がつくる新しい仕事スタイル

　　　　～モーハウス的子連れワーク～
　モーハウス代表取締役　　光　畑　由　佳　氏

《　15：45～17：30　  口頭発表　発表時間12分（予鈴1分前）討論時間3分　》　 （S203教室）

 座長　　與　倉　弘　子

 15:45 ８.  布を用いた製作学習における指導の実態と改善への試み
〇 中　谷　俊　裕（埼玉大学院生）

川　端　博　子（埼玉大学）
友　光　里　恵（埼玉大学教育学部附属中学校）
田　中　早　苗（東京家政大学）

 16:00 ９.  針と糸を使った製作学習の実態とICT活用の提案
－教員養成系学部の講義事例－

〇 西　村　綾　世（埼玉大学学生）
高　橋　美登梨（東京学芸大学院生）
川　端　博　子（埼玉大学）

 16:15 10.  個人によるものづくりの 新動向
－市民参加型のものづくり工房「ファブラボ」－

〇 本　多　素　子（東京学芸大学院生）
谷田貝　麻美子（千葉大学）

 座長　　斉　藤　秀　子

 16:30 11.  おはしょりの着崩れの軽減に関する研究
－特に腰紐の締め加減（被服圧）と体型補整に関連して－

内　田　万　結（元信州大学）
〇 三　野　たまき（信州大学）

 16:45 12.  香り付けしたＴシャツが着心地に与える影響
〇 佐　橋　那央子（金城学院大学院生）

内　田　有　紀（金城学院大学）
平　林　由　果（金城学院大学）

 座長　　長　山　芳　子

 17:00 13.  幼児の衣生活の自立を促す環境
－集団保育における着替えの実態と保育者の意識－

〇 高　橋　美登梨（東京学芸大学院生）
川　端　博  子（埼玉大学）
鳴　海　多恵子（東京学芸大学）

 17:15 14.  京都市国公立小学校における洗濯に関わる家庭科授業の実態調査
〇 深　沢　太香子（京都教育大学）

赤　松　純　子（和歌山大学）
今　村　律　子（和歌山大学）
與　倉　弘　子（滋賀大学）
潮　田　ひとみ（兵庫教育大学）
山　田　由佳子（大阪教育大学）

 18：00～19：30　　懇親会　　東京学芸大学 小金井クラブ


